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訪問治療 

保険証が使える 訪問専門の治療院 ／ はり・きゅう・マッサージ・機能訓練 

  筋緊張の緩和・関節拘縮の予防・嚥下機能の維持に向けた施術など、在宅での継続的なリハビリ・ケアを支援します 

【特集】残暑×冷え込みが交差する月。“冷えは万病のもと” 訪問治療で在宅ケアを。 

寒暖差の時期は、なぜこんなにも 

なぜ病気リスクが高まるのか 

９月は残暑と朝晩の冷え込みが交差する 

 

免疫力 30％も低下する？！ 

❖ 体温が１℃下がると・・・ 

免疫細胞が正常に働ける体温は 36.5℃とされています 

体温が１℃上がると最大 5～６倍も免疫力が上がり、逆 

に１℃下がると免疫力が３０％下がると言われています 

2025 

❖  はり治療やお灸治療で血流を促進し、マッサージやストレッチ・機能訓練によって 

固まった筋肉をほぐし、関節可動域を改善することで、筋肉内組織の血液循環を良く 

し、筋肉や関節の柔軟性を改善します。身体を温め不調の改善を早期に実施しましょう 

機能訓練 

訪問治療をお受け頂いている患者様お写真（例） 

訪問  

マッサージ 

高齢者 

身体への異変が？！ 

時期であり高齢者の「体調変化・関節痛 

痺れ・不眠」等が出やすい季節の変り目 

身体を温める３つの方法 

②軽めの運動や入浴で血流を改善 

①温かい飲食で内臓を温める 

ふくらはぎを意識した 

マッサージがおすすめ 

③訪問鍼灸マッサージ 

まずは無料体験 

訪問鍼灸マッサージ 

おきゅう治療 

はり治療 

出典：日医ニュース 

第 1398 号 

企画：日本医師会より 

冷えから起こる様々な症状 

訪問治療の患者様に多い症例（現在） 

脊柱管狭窄症による 

腰痛・筋萎縮 

（下記参考） 

QR動画 

しびれ・不眠 


